
 

 

 

財団法人地震予知総合研究振興会について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 ○地震防災調査研究部：地震発生を予測し、国民の生命・財産の被害を最小限に抑える

ことを目的に、最新の高度な学術的・技術的知見を本に全国の

大学や研究機関の第一線の研究者の協力を得ながら調査研究を

行っている。 

 

 ○地震調査研究センター：平成７年の兵庫県南部地震とそれによる阪神・淡路大震災を

契機として地震防災対策の強化を図るため政府が設置した地震

調査研究推進本部の活動支援を行っている。 

 

 ○東濃地震科学研究所：内陸地震発生のメカニズム解明と東濃地域などの地震防災を目

的に地元の全面的な協力の下、岐阜県瑞浪市に１９９７年に設

【ご質問への回答について】 

財団法人地震予知総合研究振興会は、地震の予知及び防災についての総合的な調査・研

究を推進することにより、科学技術の振興をはかり、もって国民の生命・財産の保全に

寄与することを目的に，昭和５６年１月２２日付けで、公益法人として設立された機関

である。 
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置。 

 

 ○研究業務支持機構 ：（独）防災科学技術研究所が実施する地震調査研究の内、地震観

測網の運用、火山噴火予知に関する研究等と推進するために必

要な観測施設の整備や維持管理等の研究支援業務を行っている。 

 

○地震防災評価機構 ：地震防災に関する学術的、技術的な委託諸課題について、第三

者的な立場から客観的かつ公正な総合評価を行い、最新の学術

的・技術的成果の実用化を図って社会に還元することを目的に、

２００５年に設立。 

 

 

・ 評議員からなる評議員会は、地震予知総合研究振興会の運営に関する収支予算・決算、組織全体の事業計

画・報告等について審議する機関であって、個別の研究・調査業務に対して審議・意見を行うことはない。
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